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国内では数少ないグリーンキー取得をしている温泉旅館。温泉排湯をヒートポンプ熱源、補給水の予熱と
して活用している。かつては未利用の温泉を川に放流する一方で、給湯や温泉の加温に灯油を利用して
いた。光熱費低減を目指し、維持管理会社へ相談したことから取組実現につながった。
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•温泉熱利用を暖房への適用も進めていきたい
•今後温泉熱利用を検討されているような事業者の参考となるよ
うに、取組と効果のPRを進めていきたい

事業実施の際の課題と解決策 主な効果

今後のビジョン

※: CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づく。
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